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１ 調査の概要 

（１）調査方法 

     ア 調査地域  京都府全域 

     イ 調査対象  府内に居住する１５歳以上の男女１，６５０人 

    ウ 調査方法  インターネットリサーチ 

                        京都府内のインターネット調査専用モニター（約１万５千人）

の中から、１５歳以上の男女を年代毎、地域毎に、人口比に応

じて割当。男女比は同じ。 

     エ 調査期間  平成２０年７月１８日（金）～２４日（木） 

 

（２）回収結果 

      回答数 １，６５０人 

          （内訳）男性８３４人（50.5％）、女性８１６人（49.5％） 

 

（３）調査項目   

     ア 配偶者等からの暴力に関する考え方（問１～２）  

       イ 被害経験（問３～１４） 

    ウ 配偶者等からの暴力を見聞きした経験（問１５～１８） 

    エ 配偶者等からの暴力防止や被害者支援（問１９～２０） 

    オ 京都府の取組及び配偶者暴力防止法等の認知度（問２１～２３） 

       

 

（４）調査結果の集計表示方法 

ア  回答率は，各設問の無回答を含む回答数（有効回答数，N=Number of case）に対す

る百分比（％）を表し，小数点以下第 2位を四捨五入している。従って，個々の比率

の合計が 100.0％と一致しない場合がある。 

イ  複数回答の設問では，比率の合計が 100.0％を超えることがある。
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（５）回答者の属性 

 

 

ア 性別 

女性
49.5%

男性
50.5%

 

イ 年齢 

30～39歳

19.5%

15～19歳未満

1.5%

20～29歳

20.8%

60歳以上

14.0%

50～59歳

30.1%

40～49歳

14.1%

 

ウ 地域 

南丹地域

5.5%

丹後地域

4.3% 中丹地域

7.9%

山城・

乙訓地域

26.2%

京都市地域

56.1%
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２ 調査結果の概要 

（１）配偶者等からの暴力に関する考え方 

 
問１ あなたは，次のようなことが夫婦や交際中の男女の間で行われた場合，それを暴

力だと思いますか。（1 つずつ） 

N=1,650
図1-1　どのような行為を暴力と思うか

1 手でぶったり、足でける

2 物を投げつける

3 殴るふりをして、おどす

4
嫌がっているのに性的な行為

を強要する

5
避妊に協力しないし、責任もと

らない

6
見たくないのに、ポルノビデオ

やポルノ雑誌を見せる

7
何を言っても長期間無視し続

ける

8
行動や交友関係、電話、メー

ルを細かく監視する

9
相手の嫌がることを言い続け

る

10
「誰のおかげで生活できるん

だ」とか、「甲斐性なし」などと

言う

11 大声でどなる

12
金の使い道を細かくチェックし

たり、生活費を渡さない

13
携帯電話を故意に壊された

り、データを破壊される

14
携帯電話のカメラで裸などの

写真を撮られ、それを使って

いやな思いをさせられる

69.9%

70.8%

51.9%

80.3%

76.8%

58.7%

47.9%

47.5%

72.1%

60.3%

53.0%

47.2%

80.2%

89.0%

29.3%

28.4%

44.2%

18.4%

17.9%

31.9%

38.8%

38.7%

22.7%

31.9%

40.7%

39.9%

15.6%

8.1%

0.7%

0.8%

3.9%

1.3%

5.2%

9.4%

13.3%

13.8%

5.2%

7.8%

6.3%

12.9%

4.2%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合も　そうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない
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どのような行為を暴力と思うかを聞いたところ，全体では，「携帯電話のカメラで裸などの写

真を撮られ，それを使っていやな思いをさせられる」，「嫌がっているのに性的な行為を強要す

る」，「携帯電話を故意に壊されたり，データを破壊される」を「どんな場合でも暴力にあたる

と思う」と回答する比率が 8 割を超え，他の項目に比べて高い。 

 男女で認識の差が大きい項目は，「金の使い道を細かくチェックしたり，生活費を渡さない」，

「大声でどなる」，「『誰のおかげで生活できるんだ』とか，『甲斐性なし』などと言う」，「殴る

ふりをして，おどす」で，「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答する比率は，いずれも

女性が男性を上回っている。 

男性　N=834

女性　N=816

図1-2　性別　どのような行為を暴力と思うか

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

携帯電話のカメラで裸などの

写真を撮られ、それを使って

いやな思いをさせられる

「誰のおかげで生活できるん

だ」とか、「甲斐性なし」などと

言う

大声でどなる

金の使い道を細かくチェックし

たり、生活費を渡さない

携帯電話を故意に壊された

り、データを破壊される

14

手でぶったり、足でける

物を投げつける

殴るふりをして、おどす

嫌がっているのに性的な行為

を強要する

避妊に協力しないし、責任もと

らない

見たくないのに、ポルノビデオ

やポルノ雑誌を見せる

何を言っても長期間無視し続

ける

行動や交友関係、電話、メー

ルを細かく監視する

相手の嫌がることを言い続け

る

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

69.3%

70.6%

69.7%

72.1%

45.7%

58.3%

76.4%

84.3%

73.1%

80.6%

55.9%

61.5%

43.8%

52.2%

44.0%

51.1%

69.1%

75.1%

53.7%

67.0%

45.1%

61.0%

39.1%

55.5%

75.8%

84.7%

86.0%

92.0%

29.4%

29.3%

29.0%

27.7%

49.4%

38.8%

21.8%

14.8%

20.0%

15.8%

33.8%

30.0%

40.6%

36.9%

40.3%

37.1%

24.3%

21.1%

36.8%

27.0%

46.9%

34.4%

45.1%

34.6%

18.1%

13.1%

10.1%

6.1%

6.8%

10.3%

8.5%

15.6%

10.9%

15.7%

11.8%

6.6%

9.5%

6.0%

8.0%

15.8%

9.9%

6.1%

1.8%

4.0%

2.2%

4.5%

3.8%

3.6%

0.9%

1.8%

2.8%

4.9%

0.2%

1.3%

0.1%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合も　そうでない場合もあると思う 暴力にあたるとは思わない
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 配偶者等からの暴力に関する認識を全体で見ると，「どんな理由があっても暴力はふるうべき

ではないと思う」が 87.1％を占めている。「暴力を受ける方にも問題があるのではないかと思

う」，「暴力をふるう人は異常な人だと思う」，「暴力は個人的な問題ではなく，社会的な対策が

必要な問題だと思う」は各 25％前後となっている。 

 性別に見ると，「どんな理由があっても暴力はふるうべきではないと思う」は男性の 83.0％

に対し，女性では 91.3％と 8.3 ポイント高くなっている。「暴力を受ける方にも問題があるの

ではないかと思う」は男性の方が，「暴力をふるう人は異常な人だと思う」と「暴力は個人的な

問題ではなく，社会的な対策が必要な問題だと思う」は女性の方が各約 9 ポイント以上上回っ

ている。 

  

 

問２ 夫婦や交際中の男女間の暴力についてどのように思いますか。（複数回答可） 

どんな理由があっても暴力はふるうべきではな
い

暴力を受ける方にも問題があるのではないかと
思う

愛情表現のひとつだと思う

暴力をふるう人は異常な人だと思う

夫婦（交際中の男女）間のケンカの一種で、暴
力にはあたらないと思う

暴力は個人的な問題ではなく、社会的な対策が
必要な問題だと思う

その他

図2-1　配偶者等からの暴力に関する認識（複数回答）

87.1%

26.6%

3.0%

26.0%

4.7%

24.7%

2.9%

83.0%

31.3%

3.7%

21.5%

6.8%

20.3%

3.7%

91.3%

21.8%

2.2%

30.6%

2.5%

29.3%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,650) 男性(N=834) 女性(N=816)
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 （２）被害経験 
 
 
 

問３ あなたは，配偶者や交際相手から次のようなことをされた経験がありますか。

（されていますか。）（複数回答可） 

男性 女性

(N=834) （N=816)

以下のようなこと（暴力）を受けたことはない 66.8% 58.2%

手をあげられた 6.4% 17.6%

殴られたり、けられたりした 6.8% 11.9%

物を投げつけられたり、壊されたりした 11.4% 14.5%

暴力によってけがをし、医者にかかったことがある 0.2% 3.3%

「バカだ」「変だ」「頭が悪い」「何も知らない」あるいは「父親（母親）失格だ」「家

計のやりくりが下手だ」「おれ（私）が養ってやっている」などとののしられた 7.1% 13.6%

何を言ってもしても、無視された 12.2% 9.4%

病気の時や妊娠中に冷たくされた 1.8% 8.2%

悪くもないのに謝らされるなど、したくないことを強制され

た
4.1% 6.7%

急に機嫌が悪くなったり、優しくなったりして、いつも気を

遣わされる
14.6% 14.7%

思うとおりにしないと「○○する」（別れたら死ぬ、実家に

火をつける、殺すなど）と言って脅される
4.3% 4.4%

実家の親・きょうだい・友人とのつきあいをいやがられた

り、禁止された
5.4% 6.1%

外出や行動を制限（仲間で集まる場所に行くのを反対される、友達との予定

を無理にキャンセルさせられるなど）されたり、電話やメールをチェ ックされた

り、手紙を開封されたりした

3.4% 6.0%

金の使い道を細かくチェックされたり、生活費を渡されな

かったりした
1.4% 3.6%

子どもの目の前で暴力をふるわれたり、子どもに暴力を

ふるった
2.9% 6.4%

異性関係を疑われたり、気が進まないと伝えているのに

セックスをさせられた
1.9% 11.0%

避妊に協力してくれなかったり、中絶を強要された 0.1% 4.2%

電話に出なかったり、メールにすぐ返事を出さないと怒ら

れた
5.3% 9.3%

携帯電話のメールや着信・発信履歴、メモリ等を勝手に

見られた、または削除された
4.9% 4.8%

携帯電話を故意に壊されたり、データを破壊される 0.8% 1.6%

5.0ポイント以上上回る…

図3-1　被害経験の有無及び形態（複数回答）

62.5%

11.9%

9.3%

12.9%

1.8%

10.3%

10.8%

5.0%

5.4%

14.7%

4.4%

5.8%

4.7%

2.5%

4.6%

6.4%

2.1%

7.3%

4.8%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
全体（N=1,650）
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図 3-2 被害経験の有無 

 

37.5%

62.5%

66.8%

41.8%

58.2%

33.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

受けたことがある

受けたことがない

全体（N=1650） 男性（N=834） 女性（N=816）

 
 

 被害経験の有無（※１）を見ると，「受けたことがある」は全体で 37.5％，女性が 41.8％，

男性が 33.2％となっている。 

 暴力の形態を見ると，女性では「手をあげられた」が 17.6％で最も高く，次いで「急に機嫌

が悪くなったり，優しくなったりして，いつも気を遣わされる」（14.7％），「物を投げつけられ

たり，壊されたりした」（14.5％），「『バカだ』『変だ』『頭が悪い』『何も知らない』あるいは

『父親（母親）失格だ』『家計のやりくりが下手だ』『おれ（私）が養ってやっている』などと

ののしられた」（13.6％）となっている。男性では，「急に機嫌が悪くなったり，優しくなった

りして，いつも気を遣わされる」が 14.6％で最も高く，次いで「何を言ってもしても，無視さ

れた」（12.2％），「物を投げつけられたり，壊されたりした」（11.4％）の順となっている。「手

をあげられた」は男女間の差が最も大きい（男性は 6.4％で，11.2 ポイント差）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 被害経験の有無については，Ｑ3 の選択肢の中で「以下のようなこと（暴力）を受けたことはない」以外を「受

けたことがある」に分類し，「以下のようなこと（暴力）を受けたことはない」を「受けたことがない」に分類

している。 

被害経験の有無 
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身体的暴力

精神的暴力

社会的暴力

経済的暴力

子どもを巻き添え
にした暴力

性的暴力

携帯電話などに絡
む暴力

図3-5　性別　暴力の形態（複数回答）

52.3%

72.2%

21.4%

6.6%

12.3%

19.6%

26.4%

46.9%

75.5%

22.0%

4.3%

8.7%

5.8%

26.0%

56.6%

69.5%

20.8%

8.5%

15.2%

30.8%

26.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=618） 男性(n=277) 女性(n=341)

  
 
 被害経験があるとした人（618 人）のうち，暴力の形態を分類（※2）して見ると，全体では

「精神的暴力」が 72.2％で最も高く，次いで「身体的暴力」（52.3％），「携帯電話などに絡む

暴力」（26.4％）の順となっている。「精神的暴力」は男性が，「身体的暴力」と「子どもを巻き

添えにした暴力」は女性が，各 6～10 ポイント程度上回っている。「性的暴力」被害は女性が

25 ポイント上回っている（男性 5.8％，女性 30.8％）。 

 

 

 

 

 

Ｎ  

    

 ★１９．６％（３２３） 

  

 ★２７．０％（４４６） 

  

 ★８．０％（１３２） 

  

 ★２．５％ （４１） 

  

 （７６） 

 

  ★７．３％ （１２１） 

 

★９．９％（１６３） 

                

               ★％は全回答者数（１，６５０）に占める割合 

  

 

 

 

※2 暴力の形態はＱ3 の選択肢を以下のように分類している。 

「身体的暴力」：「手をあげられた」，「殴られたり，けられたりした」，「物を投げつけられたり，壊されたりした」，

「暴力によってけがをし，医者にかかったことがある」 

「精神的暴力」：「『バカだ』『変だ』『頭が悪い』『何も知らない』あるいは『父親（母親）失格だ』『家計のやり

くりが下手だ』『おれ（私）が養ってやっている』などとののしられた」，「何を言ってもして

も，無視された」，「病気の時や妊娠中に冷たくされた」，「悪くもないのに謝らされるなど，し

たくないことを強制された」，「急に機嫌が悪くなったり，優しくなったりして，いつも気を遣

わされる」，「思うとおりにしないと『○○する』（別れたら死ぬ，実家に火をつける，殺すな

ど）と言って脅される」 

「社会的暴力」：「実家の親・きょうだい・友人とのつきあいをいやがられたり，禁止された」，「外出や行動を制

限（仲間で集まる場所に行くのを反対される，友達との予定を無理にキャンセルさせられるな

ど）されたり，電話やメールをチェックされたり，手紙を開封されたりした」 

「経済的暴力」：「金の使い道を細かくチェックされたり，生活費を渡されなかったりした」 

「子どもを巻き添えにした暴力」：「子どもの目の前で暴力をふるわれたり，子どもに暴力をふるった」 

「性的暴力」 ：「異性関係を疑われたり，気が進まないと伝えているのにセックスをさせられた」，「避妊に協力 

してくれなかったり，中絶を強要された」 

「携帯電話などに絡む暴力」：「電話に出なかったり，メールにすぐ返事を出さないと怒られた」，「携帯電話のメ

ールや着信・発信履歴，メモリ等を勝手に見られた，または削除された」，「携帯

電話を故意に壊されたり，データを破壊される」 

受けた暴力の形態 
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図 4-1 暴力の継続期間（複数回答） 

 

75.2%

7.1%

9.4%

3.9%

4.9%

2.1%

2.3%

81.9%

5.4%

6.9%

2.9%

2.9%

2.2%

0.7%

69.8%

8.5%

11.4%

4.7%

6.5%

2.1%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

継続的なものではなかった

1年未満

1年～3年未満

3年～5年未満

5年～10年未満

10年～20年未満

20年以上

全体（N=618） 男性(N=277) 女性(N=341)

 
 
 
 被害経験があるとした人（618 人）のうち，暴力の継続期間を全体で見ると，75.2％の人が

「継続的なものではなかった」としている。女性（69.8％）より男性（81.9％）の方が高く， 

また，5 年以上継続した（している）人の比率をみると，女性が 12.1％を占めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４ 問３でお答えの経験がある場合，それらの行為はどのくらいの期間続きましたか

（続いていますか）。（複数回答可） 



 - 10 -

 
 
 

 
 被害経験のある人のうち，被害を受けたときの年齢を見る（※3）と，全体では「20 歳代」

が 45.1％で最も高く，「30 歳代」が 41.4％，「40 歳代」が 21.7％で続いている。女性は「20

歳代」（53.7％），男性は「30 歳代」（42.6％）が最も高くなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※3 被害経験のある人のうち，被害経験に遭った年代を全て回答してもらった。 例）『手をあげられた』が 10 歳

代，『殴られたり，けられたりした』が 20 歳代であれば，「10 歳代」と「20 歳代」に回答。 

問５ 問３でお答えの行為を受けた（受けている）ときの，あなたの年齢はいくつでし

た（です）か。（複数回答可） 

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

図5-1　被害時の年齢（複数回答）

9.4%

45.1%

41.4%

21.7%

10.4%

2.1%

5.4%

34.7%

42.6%

26.7%

14.1%

2.9%

12.6%

53.7%

40.5%

17.6%

7.3%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

全体（N=618） 男性（N=277） 女性（N=341）
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 被害経験があるとした人（618 人）のうち，最初に暴力を受けた時期を全体で見ると，「結婚

（同居）してから」が 48.7％で最も高く，「交際中」（29.3％）が続いている。「同棲中」「婚約

してから」「妊娠中」「出産直後」「育児中」「離婚前後」は 8.3％以下と低くなっている。 

 男女間の差を見ると，「結婚（同居）してから」は女性（41.1％）より男性（58.1％）が 17.0

ポイント，「交際中」は男性（24.2％）より女性（33.4％）が 9.2 ポイント高くなっている。 

問６ 問３でお答えの行為を，あなたが最初に受けたのはいつですか。 

交際中

同棲中

婚約してから

結婚（同居）してか
ら

妊娠中

出産直後

育児中

離婚前後

その他（具体的に）

図6-1　最初に暴力を受けた時期

29.3%

5.2%

2.4%

48.7%

2.6%

0.6%

8.3%

1.0%

1.9%

24.2%

4.3%

3.6%

58.1%

0.7%

0.0%

5.8%

0.7%

2.5%

33.4%

5.9%

1.5%

41.1%

4.1%

1.2%

10.3%

1.2%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=618） 男性（N=277） 女性（N=341）



 - 12 -

 
 
 

 
  

被害経験があるとした人（618 人）の，暴力を受けたときの対応を見ると，男女間で差が見

られる。すなわち，男性では「別れようとは思わなかった（思っていない）」が 56.7％で最も

高く,「別れようと思ったが，別れなかった（別れていない）」が 32.5％，「相手と別れた」は

12.3％となっている。一方,女性では「別れようと思ったが，別れなかった（別れていない）」

が 46.9％で最も高く，「相手と別れた」が 21.7％と男性より 9.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは，問３でお答えのような行為を受けたとき，どうしましたか。（複数回

答可） 

相手と別れた

別れようと思ったが，別れなかった（別れていな
い）

別れようとは思わなかった（思っていない）

図7-1　暴力を受けたときの対応(複数回答）

17.5%

40.5%

45.0%

12.3%

32.5%

56.7%

21.7%

46.9%

35.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=618） 男性（N=277） 女性（N=341）
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 暴力を受けたときの対応で「別れようと思ったが，別れなかった（別れていない）」又は「別

れようとは思わなかった（思っていない）」と回答した人（523 人）のうち，相手と別れなかっ

た理由を見ると，男女とも「別れるほどのことではないと思った」が最も高く，男性でこの傾

向が強い。女性では「子どものこと（親権・子どもの意思・環境）が気がかり」（34.5％），「経

済的な不安があり，生活していくメドがたたない」（26.3％）が続いている。男性では「子ども

のことが気がかり」が 2 番目に高いが，28.6％にとどまっている。 

問８ あなたが，問３でお答えのような行為を行う相手と別れなかった（別れない）理

由は，どんなことですか。（複数回答可） 

経済的な不安があり，生活していくメドがたたな
い

別れても行くところがない

子どものこと（親権・子どもの意思・環境）が気が
かり

相手の反応が怖かった

相手が謝って反省するので，変わってくれるの
ではと期待した

自分が悪いのだと思っていた

混乱してどうしていいのか考えることができな
かった

世間体を気にして

老人や病人を抱えている

相手には自分が必要だと思った

相手が別れることに同意しなかった

別れるほどのことではないと思った

その他（具体的に）

図8-1　暴力を受けたときの対応別　相手と別れなかった理由（複数回答）

15.9%

7.1%

31.7%

4.4%

15.9%

14.1%

3.3%

10.3%

0.8%

11.7%

5.9%

52.4%

6.1%

4.1%

4.5%

28.6%

4.5%

12.7%

16.3%

1.2%

13.5%

0.8%

13.1%

4.5%

60.4%

4.5%

26.3%

9.4%

34.5%

4.3%

18.7%

12.2%

5.0%

7.6%

0.7%

10.4%

7.2%

45.3%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=523） 男性（N=245） 女性（N=278）
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図 9-1 相談の有無 

 

22.2%

7.6%

92.4%

34.0%

66.0%

77.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

全体（N=618） 男性(N=277) 女性(N=341)

 

 

被害経験があるとした人（618 人）のうち，相談経験の有無を全体で見ると，「はい」の 22.2％

に対し「いいえ」が 77.8％と圧倒的に高い。この傾向は男性の方が強く，「いいえ」（92.4％）

が「はい」（7.6％）を 84.8 ポイント上回っている。女性は相談した経験のある人が 3 分の１と

なっている（「はい」34.0％）。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問９ 配偶者や交際相手からの暴力の状況を誰かに相談したことがありますか。 
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 相談経験があると回答した人（137 人）のうち，相談先については，「友人・知人」が 65.0％

で最も高く，「家族・親戚」が 56.9％で 2 番目に高い。各公的機関・専門機関・専門家の利用

率は，最も高い「警察」でも 5.8％と少ない。男女別に見ると，女性は男性より「家族・親戚」

に相談する人の比率が高い。 

問 10 問９で「はい」と答えた方におたずねします。だれ（どこ）に相談しましたか。

（複数回答可） 

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所）

警察

男女共同参画センター／女性センター

福祉事務所，市町村，保健所

人権擁護委員，民生児童委員

上記以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関（弁護士，カウンセリ
ング機関，民間緊急一時保護施設（民間シェル
ター），NPO団体など）

医療関係者（医師，看護師など）

学校関係者（教員，養護教員，スクールカウンセ
ラーなど）

家族・親戚

友人・知人

その他

図10-1　相談先（複数回答）

3.6%

5.8%

2.2%

3.6%

0.0%

1.5%

2.2%

3.6%

0.0%

56.9%

65.0%

0.7%

0.0%

0.0%

4.8%

0.0%

0.0%

4.8%

0.0%

0.0%

0.0%

42.9%

66.7%

0.0%

4.3%

6.9%

1.7%

4.3%

0.0%

0.9%

2.6%

4.3%

0.0%

59.5%

64.7%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=137） 男性（N=21） 女性（N=116）
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誰にも相談しなかったと回答した人（481 人）のうち，その理由を見ると，「相談するほどの

ことではないと思った」が 57.8％で最も高く，「相談しても無駄だと思った」（26.2％），「自分

にも悪いところがあると思った」（22.5％）が続いている。 

 男女別に見ると，女性では「自分さえ我慢すれば，なんとかこのままやっていけると思った」

（19.1％），「だれ（どこ）に相談してよいかわからなかった」（14.7％）が男性を約 5 ポイント

上回っている。 

問 11 問９で「いいえ」と答えた方におたずねします。だれ（どこ）にも相談しなかっ

たのはなぜですか。（複数回答可） 

だれ（どこ）に相談してよいかわからなかった

恥ずかしくてだれにも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると，仕返しをうけたりもっと
ひどい暴力を受けると思った

相談しても，自分のせいにされたり，我慢するよ
うに言われるのではないかと思った

自分さえ我慢すれば，なんとかこのままやって
いけると思った

世間体が悪いので，他人に知られたくないと
思った

他人を巻き込みたくなかった

他人に知られるとこれまで通りのつきあい（仕事
や学校などの人間関係）ができなくなると思った

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

図11-1　相談しなかった理由（複数回答）

12.1%

13.5%

26.2%

1.9%

4.0%

16.4%

8.7%

12.5%

2.3%

4.2%

22.5%

3.3%

57.8%

2.1%

9.8%

13.3%

27.0%

1.2%

2.3%

14.1%

9.4%

10.5%

2.0%

3.1%

25.0%

3.1%

59.8%

1.2%

14.7%

13.8%

25.3%

2.7%

5.8%

19.1%

8.0%

14.7%

2.7%

5.3%

19.6%

3.6%

55.6%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=481） 男性（N=256） 女性（N=225）
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 被害経験があるとした人（618 人）のうち，暴力を受けた（受けている）状況を子どもが見

たことがあるかをたずねたところ，「子どもはいない」が 32.4％であった。 

 子どもがいる人（※４）のうち「子どもは見たことがある」は 35.2％，「子どもは見たこと

はないが，音や声，様子から知っていた（いる）」は 13.4.％で，合計すると 48.6％が認知して

いることになり，「子どもは知らなかった（知らない）」（39.7％）を 8.9 ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※4 Ｑ12 の設問で被害経験があるが，「子どもはいない」と回答した人を除いて「子どもがいる人」に分類してい

る。 

問 12 あなたのお子さんは，あなたが問３でお答えのような行為を受けた（受けている）

のを見たことがありますか。 

　　　Ｎ＝618

子どもはいない 　　　Ｎ＝418

子どもは見たことがある 子どもは見たことがある

子どもは見たことはない

が、音や声、様子から

知っていた（いる）

子どもは見たことはない

が、音や声、様子から

知っていた（いる）

子どもは知らなかった

（知らない）

子どもは知らなかった

（知らない）

その他 その他

わからない わからない

図12-1　子どもによる認知

図12-2　子どもがいる人のうち、
子どもによるによる認知

32.4%

23.8%

9.1%

26.9%

2.1%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0%

35.2%

13.4%

3.1%

8.6%

39.7%

0.0% 20.0% 40.0%
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 被害経験があり子どもがいる人（418 人）のうち，配偶者等間の暴力による子どもの変化を

たずねたところ，「特に変化はなかった」と回答した人が 72.2％，「大人の顔色をうかがうよう

になった」と回答した人は 18.9％となっている。 

 なお，「その他」には「父親を嫌ったり，批判的になったりした」（5 人，1.2％），「怯えるよ

うになった」「吃音がでた」「会話が少なくなった」（各 2 人，同 0.5％）などが見られる。 

 

 子どもによる認知別に見ると，「子どもは見たことがある」とする人（147 人）のうち，32.7％

が「大人の顔色をうかがうようになった」と回答している。また，「子どもは見たことはないが，

音や声，様子などから知っていた（いる）」とする人では同回答は、26.8％であった。 

問 13 あなたが，問３でお答えのような行為を受けたあと，お子さんに何か変化はあり

ましたか。（複数回答可） 

　　　Ｎ＝418

大人の顔色をうかがうようになった

夜なかなか寝なくなった

急に甘えるようになったり、赤ちゃんがえりした

おもらしをするようになった

言葉を話さなくなった

その他

特に変化はなかった

図13-1　子どもの変化（複数回答）

2.4%

3.8%

1.4%

0.7%

7.2%

72.2%

18.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

表13-1　子どもによる認知別　子どもの変化（複数回答）

標

本

数

大

人

の

顔

色

を

う

か

が

う

よ

う

に

な

っ
た

夜

な

か

な

か

寝

な

く

な

っ
た

急

に

甘

え

る

よ

う

に

な

っ
た

り

、
赤

ち

ゃ

ん

が

え

り

し

た

お

も

ら

し

を

す

る

よ

う

に

な

っ
た

言

葉

を

話

さ

な

く

な

っ
た

そ

の

他

特

に

変

化

は

な

か

っ

た

147 48 5 8 5 1 14 84

100.0% 32.7% 3.4% 5.4% 3.4% 0.7% 9.5% 57.1%

56 15 1 4 0 1 5 34

100.0% 26.8% 1.8% 7.1% 0.0% 1.8% 8.9% 60.7%

166 9 2 3 1 0 5 151

100.0% 5.4% 1.2% 1.8% 0.6% 0.0% 3.0% 91.0%
子どもは知らなかった（知らない）

子どもは見たことがある

子どもは見たことはないが、音や

声、様子から知っていた（いる）
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 被害経験があり子どもがいる人（418 人）のうち，子どもに対しても暴力や虐待があったか

どうかをたずねたところ，「あった」と回答した人は 10.8％となっている。 

問 14 あなたが，問３でお答えのような行為を受けたとき，あなたのお子さんに対して

も暴力や虐待がありましたか。 

　Ｎ＝418

あった

なかった

図14-1　子どもへの暴力や虐待の有無

89.2%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（３）配偶者等からの暴力を見聞きした経験 
 
 
 
 
  

図 15-1  配偶者等からの暴力を見聞きした経験の有無 

 

 

 

 

 

いる 

 

もしかしたら暴力を受けた 

（受けている）かもしれない 

と思う人がいる 

 

知らない 

 

 

 

 

 

配偶者や交際相手からの暴力を受けている（受けた経験のある）人が周囲にいるかたずねた

ところ，全体では「いる」が 14.5％，「もしかしたら暴力を受けた（受けている）かもしれな

いと思う人がいる」が 15.5％となっており，30％が「いる」可能性を示唆している。「いる」

とはっきり答えた人は，女性（17.9％）で高い。 

問 15 配偶者や交際相手から暴力を受けている（受けた経験のある）人が，あなたの周

囲にいますか。 

14.5%

15.5%

69.9%

11.3%

17.3%

71.5%

13.7%

68.4%

17.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=1650） 男性(N=834) 女性(N=816)
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配偶者や交際相手から暴力を受けている（受けた経験のある）人が周囲に「いる」又は「も

しかしたら暴力を受けた（受けている）かもしれないと思う人がいる」と回答した人（496 人）

のうち，回答者との関係を見ると，「友人・知人」が全体の 63.5％で最も高い。 

  

問 16 暴力を受けている（受けた経験のある）人は，あなたから見てどのような間柄の

人ですか。（複数回答可） 

配偶者

恋人

親

兄弟姉妹

子・孫

友人・知人

近所の住民

その他

図16-1　被害者との関係

8.5%

4.2%

9.7%

7.7%

1.2%

63.5%

11.7%

4.4%

10.5%

4.2%

6.3%

5.5%

1.7%

62.2%

17.2%

5.0%

6.6%

4.3%

12.8%

9.7%

0.8%

64.7%

6.6%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=496） 男性(N=238) 女性(N=258)
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周囲の人が配偶者等から暴力を受けていると思うとした人（496 人）のうち，見聞きした暴

力の内容を見ると，「手をあげられた」（52.0％）と「殴られたり，けられたりした」（50.4％）

が双璧となっている。「手をあげられた」は女性が男性を 20 ポイント上回っている。

問 17 見聞きした暴力はどのような暴力ですか。（複数回答可） 

男性 女性

(N=238) （N=258)

手をあげられた 41.6% 61.6%

殴られたり、けられたりした 49.6% 51.2%

物を投げつけられたり、壊されたりした 30.3% 35.7%

子どもの目の前で暴力をふるわれたり、子どもに暴力を

ふるった
13.9% 18.2%

暴力によってけがをし、医者にかかったことがある 13.4% 12.4%

「バカだ」「変だ」「頭が悪い」「何も知らない」あるいは「父親（母親）失格だ」「家

計のやりくりが下手だ」「おれ（私）が養ってやっている」などとののしられた 19.3% 30.6%

何を言ってもしても、無視された 13.4% 8.5%

病気の時や妊娠中に冷たくされた 4.6% 9.7%

悪くもないのに謝らされるなど、したくないことを強制され

た
8.8% 12.8%

実家の親・きょうだい・友人とのつきあいをいやがられた

り、禁止された
6.3% 14.3%

外出や行動を制限（仲間で集まる場所に行くのを反対される、友達との予定

を無理にキャンセルさせられるなど）されたり、電話やメールをチェ ックされた

り、手紙を開封されたりした

6.3% 18.2%

金の使い道を細かくチェックされたり、生活費を渡されな

かったりした
9.7% 12.4%

異性関係を疑われたり、気が進まないと伝えているのに

セックスをさせられた
7.1% 14.0%

避妊に協力してくれなかったり、中絶を強要された 4.2% 7.8%

急に機嫌が悪くなったり、優しくなったりして、いつも気を

遣わされる
15.5% 25.6%

思うとおりにしないと「○○する」（別れたら死ぬ、実家に

火をつける、殺すなど）と言って脅される
9.7% 10.5%

電話に出なかったり、メールにすぐ返事を出さないと怒ら

れた
7.6% 15.5%

携帯電話のメールや着信・発信履歴、メモリ等を勝手に

見られた、または削除された
8.0% 14.0%

携帯電話を故意に壊されたり、データを破壊される 4.2% 7.8%

その他 3.8% 3.5%

5.0ポイント以上上回る…

図17-1　見聞きした暴力（複数回答）

52.0%

50.4%

33.1%

16.1%

12.9%

25.2%

10.9%

7.3%

10.9%

10.5%

12.5%

11.1%

10.7%

6.0%

20.8%

10.1%

11.7%

11.1%

6.0%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
全体（N=496）
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 周囲に配偶者等から暴力を受けている人が「いる」又は「もしかしたら暴力を受けた（受け

ているかもしれない）と思う人がいる」と回答した人（496 人）のうち，暴力を見聞きしたと

きの対応を見ると，「他人のことなので口出しすべきでないと思い，何もしなかった」が 28.4％

でもっとも高く，次いで「どう対応したらいいかわからず，何もしなかった」（22.4％）「暴力

かどうか判断がつかず，何もしなかった」（19.2％）の順となっている。男性では「暴力をふる

っている人に対して，暴力をやめるよう話した」が 21.4％で 3 番目に高くなっている。なお，

「その他」には「話を聞いてあげた／相談に乗った／アドバイスをした」（30 人，6.0％），「過

去の話であった／対処済みであったので，何もしなかった」（21 人，4.2％），「離別を勧めた」

（10 人，2.0％）などがあがっている。 

問 18 暴力を受けている（かもしれない）ことに気づいて，あなたはどうしましたか。

（複数回答可） 

暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよ
う話した

暴力を受けている人に対して，我慢するように話
した

暴力を受けている人をかくまったり，逃がしたり
した

暴力を受けている人にお金を貸したり，部屋を借
りる時の保証人になったりした

暴力を受けている人を医療機関や相談機関に
連れて行った

暴力を受けている人に相談先を紹介した

警察に通報した

どう対応したらいいかわからず，何もしなかった

トラブルに巻き込まれたくなかったので，何もし
なかった

他人のことなので口出しすべきではないと思
い，何もしなかった

暴力かどうか判断がつかず，何もしなかった

その他

図18-1　暴力を見聞きしたときの対応（複数回答）

15.5%

0.6%

10.3%

1.0%

2.0%

8.3%

1.0%

22.4%

3.2%

28.4%

19.2%

19.0%

21.4%

1.3%

8.0%

1.3%

1.7%

8.8%

1.3%

20.2%

3.4%

32.4%

25.2%

10.9%

10.1%

0.0%

12.4%

0.8%

2.3%

7.8%

0.8%

24.4%

3.1%

24.8%

13.6%

26.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

全体（N=496） 男性(n=238) 女性(n=258)
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 暴力を見聞きしたとき被害者を手助けしたかどうか（※5）で分類すると，手助けした人が

28.2％，手助けしなかった人が 57.9％，いずれか不明が 16.5％となっている。 

 

図 18-2 暴力を見聞きしたときに被害者を手助けしたか（複数回答） 

 

28.2%

57.9%

16.5%

31.5%

63.4%

9.7%

25.2%

52.7%

22.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

手助けした

手助けしなかった

無回答

全体（N=496） 男性(N=238) 女性(N=258)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※5 「手助けした」と「手助けしなかった」は以下のように分類している。ただし，「手助けした」と「手助けしな

かった」をどちらも回答している場合は重複して両方で集計している。 

・「手助けした」： 

「暴力をふるっている人に対して，暴力をやめるよう話した」，「暴力を受けている人をかくまったり，逃がし

たりした」，「暴力を受けている人にお金を貸したり，部屋を借りるときに思います保証人になったりした」，「暴

力を受けている人を医療機関や相談機関に連れて行った」，「暴力を受けている人に相談先を紹介した」，「警察に

通報した」 

・「手助けしなかった」： 

「暴力を受けている人に対して，我慢するよう話した」，「どう対応したらいいかわからず，何もしなかった」，

「トラブルに巻き込まれたくなかったので，何もしなかった」，「他人のことなので口出しすべきでないと思い，

何もしなかった」，「暴力かどうか判断がつかず，何もしなかった」 



 - 25 -

（４）配偶者等からの暴力防止や被害者支援 

 
 
 

 

 配偶者等からの暴力防止のために必要な取組については，「家庭で保護者が子どもに対し，暴

力を防止するための教育を行う」が 47.6％で最も高く，次いで「加害者への罰則を強化する」

（45.0％），「学校または大学で児童・生徒・学生に対し，暴力を防止するための教育を行う」

（35.7％）の順となっている。 

 女性では「加害者への罰則を強化する」が 48.7％で，男性（41.4％）を 7.3 ポイント上回っ

ている。「暴力を振るったことのある者に対し，二度と繰り返さないための教育を行う」や「暴

力を助長するおそれのある情報（雑誌，コンピューターソフトなど）を取り締まる」も女性の

方が 5 ポイント以上高くなっている。 

問 19 夫婦や交際中の男女間における暴力を防止するためには，どのようなことが必要

だと思いますか。（複数回答可） 

家庭で保護者が子どもに対し，暴力を防止
するための教育を行う

学校または大学で児童・生徒・学生に対し，
暴力を防止するための教育を行う

地域で，暴力防止のためのネットワークづく
りなどを行う

暴力防止のための広報・啓発活動を積極的
に行う

暴力をふるったことのある者に対し，二度と
繰り返さないための教育を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌，コ
ンピューターソフトなど）を取り締まる

その他

特にない

図19-1　配偶者等からの暴力防止のために必要な取組（複数回答）

47.6%

35.7%

22.6%

16.5%

30.1%

45.0%

21.3%

4.2%

8.7%

47.0%

34.2%

20.6%

17.6%

27.1%

41.4%

18.8%

4.6%

11.0%

48.3%

37.3%

24.6%

15.4%

33.2%

48.7%

23.8%

3.9%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体（N=1650） 男性(n=834) 女性(n=816)
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問 20 配偶者等からの暴力の被害者は，精神的にも経済的にも困難な状況におかれてい

ます。被害者への支援施策としてどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可）

※7 母子家庭等に支給される手当 

※8 様々な事情で生活が困難な母子家庭等を保護するとともに自立促進のための支援を行う施設 

※9 配偶者等からの暴力の被害者が，緊急一時保護のあと，就労など自立の準備をしながら生活する施設 

暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提
供

当面の生活費の貸し付け

生活保護や児童扶養手当（※7）支給に係る手
続きの迅速化

母子生活支援施設（※8）やステップハウス（※
9）など，自立のための準備期間を過ごす中間的
な施設の増設

民間賃貸住宅の契約時の身元保証

公的賃貸住宅への優先入居や入居条件の緩和
等（保証人，住民票の有無等）

就労のための技能・資格取得の支援

仕事の紹介・斡旋，就職時の身元保証

心理カウンセリング

身近な相談窓口の充実

友だち・仲間づくりの支援等

職務関係者（官公庁，病院，学校など）の不適
切な言動（「あなたにも悪いところがある」などの
発言）による，二次的被害の防止

子どもへのカウンセリング

保育所や学童保育の入所についての配慮

その他

図20-1　被害者に必要な支援施策（複数回答）

64.2%

19.1%

23.0%

29.1%

5.7%

12.5%

8.2%

16.4%

33.3%

32.6%

5.6%

6.2%

10.5%

6.6%

1.5%

62.5%

18.7%

22.3%

25.9%

6.0%

13.3%

8.3%

14.4%

33.7%

31.3%

6.6%

6.8%

8.9%

5.2%

2.4%

66.1%

19.5%

23.8%

32.4%

5.4%

11.8%

8.2%

18.5%

33.0%

33.9%

4.7%

5.6%

12.1%

8.1%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=1650） 男性(n=834) 女性(n=816)
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 被害者に必要な支援施策については，「暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提供」が

64.2％で最も高く，次いで「心理カウンセリング」（33.3％），「身近な相談窓口の充実」

（32.6％），「母子生活支援施設やステップハウスなど，自立のための準備期間を過ごす中間的

な施設の増設」（29.1％），「生活保護や児童扶養手当支給に係る手続きの迅速化」（23.0％）の

順となっている。女性では「母子生活支援施設やステップハウスなど，自立のための準備期間

を過ごす中間的な施設の増設」が 32.4％と男性（25.9％）より 6.5 ポイント上回っている。 

 配偶者や交際相手からの被害経験がある人（618 人）の回答を見ると，「公的賃貸住宅への優

先入居や入居条件の緩和等（保証人，住民票の有無等）」（15.0％），「保育所や学童保育の入所

についての配慮」（8.6％），「当面の生活費の貸し付け」（20.9％），「職務関係者（官公庁、病院、

学校など）の不適切な言動による、二次的被害の防止」（7.9％）が，被害経験のない人を含む

全体の回答（図 20-1）を 2 ポイント前後上回っている。 

　　　Ｎ＝618

暴力をふるう相手から一時的に逃れる場所の提供

当面の生活費の貸し付け

生活保護や児童扶養手当支給に係る手続きの迅速

化

母子生活支援施設やステップハウスなど、自立のた

めの準備期間を過ごす中間的な施設の増設

民間賃貸住宅の契約時の身元保証

公的賃貸住宅への優先入居や入居条件の緩和等

（保証人、住民票の有無等）

就労のための技能・資格取得の支援

仕事の紹介・斡旋、就職時の身元保証

心理カウンセリング

身近な相談窓口の充実

友だち・仲間づくりの支援等

子どもへのカウンセリング

保育所や学童保育の入所についての配慮

その他

図20-2　被害者に必要な支援策 （被害経験がある人）（複数回答）

20.9%

23.5%

6.5%

15.0%

16.3%

33.5%

30.6%

7.0%

7.9%

10.0%

8.6%

0.5%

8.1%

23.9%

57.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

職務関係者（官公庁、病院、学校など）の不適切な

言動（「あなたにも悪いところがある」などの発言）

による、二次的被害の防止
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 配偶者等からの暴力の防止に関する京都府の施策の認知度を見ると，「知っているものはな

い」と回答した人が 67.8％であり，いずれかの施策に対する認知率は 32.2％にとどまっている

（男性 30.5％，女性 34.1％）。認知率が最も高い施策は「ＤＶ防止のためのリーフレット『ひ

とりで苦しまないで！』」（11.4％），次いで「京都府配偶者暴力相談支援センターでの相談，民

間団体との連携による一時保護等」（9.0％），「母子生活支援施設との連携による自立支援」

（8.6％）の順で高くなっている。 

 

 

※10 配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）の略称 

※11 配偶者以外のカップル，特に 10～20 代の恋人同士の間に起こるＤＶ 

※12 ＤＶで悩んでいる方たちが，同じような体験をもつ人たちと，ともに支え合い成長しあうための少人数グルー

プで行うワーク 

問 21 京都府が行っている配偶者等からの暴力の防止に関する次の施策を知っていま

すか。（複数回答可） 

ＤＶ（※10）防止集中啓発事業（ＤＶを考えるつど
い・講座）の実施

ＤＶ防止のためのリーフレット「ひとりで苦しまな
いで！」

デートＤＶ（※11）防止のためのリーフレット「恋
愛ismプロジェクト」

京都府配偶者暴力相談支援センターでの相
談、民間団体との連携による一時保護等

京都府男女共同参画センターでのＤＶサポート
ライン（ＤＶ専門相談）の実施

府保健所の婦人相談員による相談

母子生活支援施設との連携による自立支援

自立支援グループワーク（※12）の実施

住民基本台帳の閲覧の制限等に関する市町村
との連携

母子家庭のための職業訓練、給付制度に関す
る情報提供

府営住宅優先入居の実施、民間賃貸住宅への
入居に関する情報提供

その他

知っているものはない

図21-1　京都府の施策の認知度
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11.4%
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5.0%
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0.1%

67.8%
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10.6%
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7.4%

6.4%

7.4%

4.9%

5.0%

6.0%

4.6%

0.0%

69.5%

7.5%

12.3%

3.2%

7.4%

6.4%

8.1%

9.8%

3.3%

5.0%

6.9%

5.5%

0.1%

65.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全体（N=1650） 男性(n=834) 女性(n=816)
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「ＤＶ防止啓発カード」を画像で見せたところ，その認知率は全体で 5.3％（男性 5.9％，女

性 4.7％）であった。 

認知者の認知場所を全体で見ると，「病院，診療所等の窓口」が 47.1％で最も高く，「行政機

関の窓口，トイレ等」（44.8％），「百貨店，スーパーのトイレ等」（16.1％）の順で続いている。 

男性の認知者では「行政機関の窓口，トイレ等」が 53.1％と過半数を占め、次いで「病院，

診療所等の窓口」（49.0％）となっている。女性の認知者では，「病院，診療所等の窓口」が 44.7％

で最も高く，次いで「行政機関の窓口，トイレ等」（34.2％），「百貨店，スーパーのトイレ等」

（23.7％）の順で続いている。 

問 22 京都府では上記の施策の他に「ＤＶ防止啓発カード」を作成し，下記の場所等に

設置していますが，見たことがありますか。（複数回答可） 

病院，診療所等の窓口

児童健診機関の窓口

行政機関の窓口，トイレ等

百貨店，スーパーのトイレ等

駅のトイレ

大学，専門学校等

その他

図22-1　「ＤＶ防止啓発カード」の認知場所（複数回答）

47.1%

9.2%

44.8%

16.1%

4.6%

5.7%

9.2%

49.0%

10.2%

53.1%

10.2%

6.1%

4.1%

4.1%

44.7%

7.9%

34.2%

23.7%

2.6%

7.9%

15.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

全体 （N = 87） 男性 (n = 49) 女性 (n = 38)
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図 23-1 配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）の認知度 

 

 

 

法律があることも、その内容も 

知っている 

 

法律があることは知っているが、 

その内容は知らない 

 

法律があることも、その内容も知らない 

 

 

 

  

配偶者暴力防止法（※13）の認知度を見ると，「法律があることも，その内容も知っている」

が 8.2％，「法律があることは知っているが，内容は知らない」が 50.5％，「法律があることも，

その内容も知らない」が 41.3％となっている。男女間の差は小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
※13 正式名称は「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」。同法に基づき，「配偶者暴力相談支援

センター」が設置され，相談や自立に向けた情報提供等の援助や，非難する被害者のための一時保護が行われて

いる。また，裁判所への申立てにより，加害者が被害者へ接近することを禁止するなどの保護命令が発令される。

適用範囲は，夫婦に限らず，同居等で事実上の婚姻関係にある男女や，外国籍市民にも及ぶ。「暴力」は身体的

暴力だけでなく，心身に影響を及ぼす言動等も含まれる。 

問 23 あなたは，配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）について知っていますか。 
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